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平成１５年１１月２０日�、富山全日空ホテルにてNEAR２１国際経済講演会を開催いたしました。その概要は
以下のとおりです。

１．日本海地域を取り巻く現状

この１０年、いかにして日本海をめぐる地域をア

ジアのもう一つの意味ある地域として再構築でき

るかについて、この富山の方々が日本の誰よりも

深く真剣に考えてこられたと思う。アジアには今、

私たちが考えている以上に波長の長い、非常に深

みのあるうねりが生まれつつある。その中で日本

海も新しい文脈を持つことになると考えている。

今、ウラジオストクには世界一の中古車の露天

市場がある。もちろんそこにあるのはほとんどが

日本車である。この中古車はシベリアを西漸し、

ベラルーシ、ウクライナにも流れていく。加えて、

日本国内では３年ごとにモデルチェンジが行われ、

リサイクルを加速化させている。自動車の寿命や

ニーズを考えれば、リサイクルも日本一国だけで

は間に合わない。衣服から船舶まで、そうした動

きが起こっている。結果として、このようなトラ

ンスナショナルな一種の地下水脈、アングラ経済

ともいえるものが事実上生まれてしまっている。

一方、ロシア極東の人々は大変貧しく、シベリ

ア以東ではこの１０年間で人口が１００万人も減るほど

急速に空洞化が進んでいる。ロシアのエコノミス

トに話を聞くと、極東の経済はロシア全体の２％

だそうである。我が国における日本海地域も、そ

の輸出額は日本全体の１％にしかすぎない。つま

り、１～２％経済の地域が日本海を囲んでひしめ

いているのである。この現状を見ると、日本海沿

岸地域は、トランスナショナルな地下水脈はある

ものの、アメリカ駆動で大きくうねってきたグロ

ーバリゼーションの中では負け組という感を否め

ない。

２．中国の台頭と東アジア地域主義の芽生え

しかし、この１０年のスパンで見ると、大きな変

化が生まれてきている。それは中国の台頭である。

１９９２年、�小平の南巡講話を機に、中国は本格的

に市場経済を導入するほうへ大きく舵を切った。

その年はまた中韓の国交正常化の年でもあるし、

ロシアも韓国と国交を正常化した。このとき、中

国・ロシアに見捨てられたと考えた北朝鮮の反動

が、核開発等の今の北朝鮮問題につながっていく。

それから１０年たち、去年、韓国の対中輸出が対

米輸出を上回った。日本の中国からの輸入も、ア

メリカからの輸入を上回り、おそらく２～３年後

には輸出でも上回るだろう。今、ASEAN諸国に限

らずほとんどのアジアの国々で同じ動きが起こっ

ている。今の中国をやや比喩的に表現すると、ア

メリカ大陸が発見された１４９２年以降、５００年を経て

第二の新世界が現れたようにも見える。

WTOに加盟したことに加え、中国はこれから２００８

年のオリンピック、２００９年に三峡ダムの完成、２０１０

年には上海万博、２０１１年には辛亥革命１００周年とい

う華々しいプログラムが目白押しである。そこで

中国は世界の華僑、グローバルチャイニーズに対

して中国の晴れ姿を見せることになるだろう。さ

らに、それを超えると孫文の民族主義者から民権

「日本の志～
北東アジア交流を再生のバネに」

講師：朝日新聞社コラムニスト 船 橋 洋 一
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主義者への重点のシフトをはじめ、民主化に向け

ての模索も始まってくるかもしれない。中国の指

導者は、そういうプログラムを示すことで、内外

に自分たちがどんな中国にしたいのかという方向

性を、かなり明確に出している。そのことが国際

政治においてステビライザー（安定的作用）と評

価され、中国台頭の大きなプラス要因となってい

る。

もちろん中国は、環境問題や内陸と沿海の所得

格差の問題、共産党一党独裁の矛盾と腐敗など、

さまざまな課題を抱えている。しかし、何十年の

波長の中で、中国がこれから大きく伸びていくこ

とは間違いない。

その中で、東アジアの地域主義がこれまでとは

違った形で現れてきている。１９９７～１９９８年のアジア

経済危機は、むしろそのための陣痛期だったよう

にも思う。その危機を経て、アメリカからうねっ

てくるグローバリゼーションに対して、それぞれ

の国や地域が自らをもう一度鍛えなおし、地域間

協力を進めることで経済の強靭性を確保していこ

うという新しい地域主義が芽生えてきた。

その中心が「ASEAN＋３」だが、そこで日中韓

の地域主義が芽生え始めたことは日本にとって大

きな収穫である。亡くなられた小渕首相が、初め

て９８年にこの構想を中国と韓国に提案したが、中

国はそのときには関心を示さなかった。しかし、

金大中韓国大統領が江沢民氏を説得し、朝食会で

もということで始まったのが、ASEAN＋３の「日

中韓サミット」である。東アジアでは中国の朝貢

冊封体制が１９世紀末まで続いたことを考えると、

このような日中韓での対等で開かれた関係は、非

常に画期的なことである。

ASEANにプラスして日中韓という東アジアの多

角的な地域主義が、経済を中心に生まれつつある。

我々は、この新しい文脈の中で日本海がどのよう

な生命力を持ちうるかという観点から絞り込んで

考える必要があるだろう。

３．６者協議が拓くフロンティア

私は堀江謙一さんの「太平洋ひとりぼっち」を

『日本の志』の一つとして取り上げたことがある

が、堀江さんがやったことを一言でいうと、起業

家精神である。それは個人の突破力、冒険心から

生まれる。この精神が、実は日本の再生にとって

もう一度必要なときにきている。

だが「日本海ひとりぼっち」は、堀江さんの偉

業から４０年たった今も大変に難しい状況である。

まず、北朝鮮の沿岸を通ることはありえない。ロ

シアもウラジオストクはようやく軍港から離れた

が、それでも簡単ではない。つまり、堀江青年が

広い太平洋をだれにも邪魔されずに渡ることがで

きたのは、太平洋がアメリカの海だったからであ

る。それを考えると、安全保障の公共財がなけれ

ば起業家精神も発揮しにくいというのが冷厳たる

現実である。

しかし、北朝鮮の核問題をきっかけに６者協議

が始まった。これがうまくいくと経済だけでなく

安全保障の面も含めて、日本にとっての非常に大

きなフロンティアになるのではないかと私は期待

している。

ただ、核を持つということはどの国にとっても

大変な政治的決断であり、あの貧しい国が１年３６５

日８，０００人以上の技術者、科学者をこのためにはり

つけているのである。しかも、それは金正日氏に

してみればお父さんが始めた事業だから、そう簡

単にやめるわけにはいかないだろう。軍部は韓国

の軍事力にとてもかなわないことをよく知ってい

るから、通常兵力で圧倒的に不利になったときに、

より弱い国がとる道としては核保有が最も合理的

なオプションである。そういうことも含めて、北

朝鮮が本当に核を断念するかどうかは予断を許さ

ない。にもかかわらず、日本はこのチャンスを逸

するべきではない。

日本自身、いつまでも日米同盟一枚札で自らの

安定・安全を確保できるとは思えない。そもそも

日米同盟が対応できるのは、イデオロギー的にも

軍事的にも対立が明確だった冷戦時代の脅威だけ

である。しかし、今や世界はテロ、環境問題、破

綻国家の問題、大量破壊兵器の拡散と、複雑な様

相を見せている。これは国連や多角的な地域の枠

組での協力と、軍事力だけではない経済・社会も

重視した考え方がなければ解決できない。

したがって、日本としてはこれからアジア地域

での協力体制をつくらなければならない。もちろ

ん、それをつくったからといって日米同盟が要ら

ないというわけでもない。両方相まって、あるい
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は相互補完することによって、日本だけでなくこ

の地域の安全保障を高めていけるのである。

４．北東アジア地域主義の課題

もちろんそのためにクリアすべき課題は多い。

その中で大きいのが過去の問題と体制の問題であ

る。

中国と日本は、それこそ推古天皇の時代、聖徳

太子が隋の皇帝に「日出る処の天子、書を、日没

する処の天子に致す」という文書を送ってご機嫌

を損ねた時代から、非常に難しい経過をたどって

きた。中国は中華思想をずっと長い間堅持してき

たし、福沢諭吉の「脱亜論」にあるように、日本

にも近代化・西洋化に伴ってアジア蔑視のメンタ

リティが生まれた。これは非常に悲劇的なことだ

ったと思うし、それゆえに日本は歴史的な間違い

を犯したのである。

しかし、だからといってもう一度中国の朝貢冊

封体制の中にアジアが組み込まれるようでは本物

の地域主義は生まれない。

国際政治の現実、それぞれの国が背負ってきた

歴史的世界観、イデオロギー、体制というものは、

中国がWTOに入っても、アメリカとの関係をマネ

ジメントしなければいけないという現実的な要請

があっても、そう簡単には変わらないだろう。だ

からこそ、中国との関係は非常に難しいというこ

とを前提に、果敢に新しいフロンティアに挑んで

いくということである。

もちろん、ここに韓国も入れることがとても重

要である。ASEAN＋３で日中韓サミットが実現し

たのも、金大中大統領が裏で江沢民氏説得に動い

てくれたからだということを忘れてはならない。

そのこと一つとっても、朝鮮半島の人々との友好

な関係は日本にとって最も大切な外交資産である

と私は思っている。

体制の問題は、究極的にはやはり民主主義体制

へと志向してもらわなければならないだろう。し

かし、それは外から圧力をかけたり、どこかのモ

デルを適用したりすることで達成できるほどたや

すくはない。長い道のりを経てその国に平和が実

現されなければ、真の民主主義は生まれてこない。

その際に、人々の往来、経済の発展・交流、文明

的な交流が非常に重要である。

中国と日本の歴史問題の難しさは、日本の方に

もいろいろ問題はあるが、中国の方にもある。中

国の対日観が１９４５年で時間が止まってしまってい

ることだ。中国の国民教育は、１９４５年からの戦後

の日本の志、できること、できないこと、うまく

いかなかったこと、いろいろあったが、それでも

やってきた道のりを教えない。それでは、いかに

日本のほうから歴史和解に向けて歩み寄ろうとし

ても、実際は難しい。

１９９８年１０月に金大中大統領が来日し、小渕首相

との間でいわゆる「日韓和解サミット」が行われ

た。そのとき、国会で金大統領が行った名スピー

チがある。それは「戦後、日本は憲法をしっかり

守ってきた。民主主義を一つ一つ踏み固めて立派

な民主主義国家になり、アジアをはじめ世界の貧

しい国々に手を差し伸べる国になった。この日本

とであれば韓国は歴史問題で和解できる」という

メッセージだった。

韓国も反日に凝り固まった時代が長く続いた。

しかし、経済の発展とともに民主主義が根付き、

初めて国民に選ばれた大統領が誕生するに至って、

やっとその時代に終止符が打たれた。中国ともぜ

ひそれをやりたいと思うし、これからの日本なら

びに中国の指導者に期待している。

その場として６者協議は、歴史、体制の問題の

壁を突き崩す可能性を秘めている。これによって

新たな安定の枠組みを作り、平和に向けてのプロ

セスを作ることは、時間がかかるかもしれないが、

日韓が少しずつ踏み固めてきたような歴史和解に

進むいちばんの近道だと考えている。

５．日本海文明創造に向けて

では、実際問題として日本海はその中でどのよ

うなビジョンを描くことができるだろうか。

今、APEC、あるいはASEAN＋３など、政治的、

行政的に地域主義の動きは出ているが、それは一

体何のための地域主義なのかということをとこと

ん考え抜く必要がある。そして、２０世紀のたくさ

んの問題点、特に東アジアにあるいろいろな問題

点、またこれから起こるであろうさまざまな問題

点を見越して、我々はそれに先手を打つ形で地域

主義の命題を打ち立てなければならない。

それを踏まえたうえで、日本が何を与えること
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ができるかということを我々はもう少し考えたい

と思う。地中海世界の文明史を書いたフェルナン・

ブローデルは、「与える者が優勢になる」ことを

歴史的な一種の法則として取り出している。

取り引き的に、これだけ与えたから、これだけ

返してもらうという関係では文明はできない。一

つの国なり集団なりが、自らを豊かにするために、

あるいは平和のために、よりよく生きるシステム

をつくり、それを「みんなで使ってくれ」とほか

の国に開いたときに、その国、その民族、その集

団が中心になって一種の文明の渦ができる。

日本海の場合、それは一体何だろうか。私はそ

もそも将来支配するために、計画的にこれだけ与

えろと言っているわけではない。私が言いたいの

は、あくまで自らをより豊かにする環境、水や森

林といったこの富山の方々が志向されていること、

それがそうではないかということである。それが

よりよく生きるためのシステムであれば、結局は

ほかの国々にとっても大いに役に立つはずである。

ただ、文化と文明は違う。文化はそれぞれであ

り、その地に住まなければ本当のところは分から

ないという部分がある。しかし、文明はいいもの

をみんなで使う。例えば柔道の帯がピンクになっ

たり黄色になったりしても、本質的なところが共

有できれば世界のスポーツになりうる。

そこで、日本海を一つの文明圏ととらえていく

ことは考えられないか。今は１～２％経済でしか

ないが、むしろそれだけに凝集力があって、いっ

たん点火すれば大きい。しかし、だれかが公共財

をつくり、与える必要がある。それは何だろうか

ということを我々は考えなければいけないと思う。

毎年黄砂が吹いてきて、それはアメリカにも流

れたり、日本海沿岸の渚は対岸のごみだらけだっ

たりする事態になっているときに、生活をより豊

かにするという観点から基本的な発想が出てきそ

うな気がする。

そのためにも、まずは教育である。日本海トラ

イリンガル人をつくることはできないだろうか。

トライリンガルとは、三つの言葉を話す人である。

つまり、我々の文脈でいうと、日本語と中国語と

ハングルである。英語も重要であるが、この３か

国の言葉を使える人はこれからますます貴重にな

ってくるだろう。そのためには教育が長期的には

いちばんカギになるのではないかと思う。何とか

してここを基点に、これからこの３か国語を読め

る、話せる、コミュニケートできる人材を作れな

いだろうか。

もう一つは、日本海文明研究所のようなものが

必要だと思う。今、富山県でも新潟県でもさまざ

まな形でやっていらっしゃるが、日本海を一つの

文明と位置づけて、その意識を周辺の国々の人々

みんなに持ってもらうための研究をする機関を一

つつくる。そこで、例えば日本が明治以降やって

きたこと、うまくいったこと、うまくいかなかっ

たことも併せて一緒になって研究する。それはロ

シアの極東部、北朝鮮、中国の東北部、日本海沿

海が共同研究することも可能だろうし、その成果

を日中韓それぞれの言葉で同時に出していくこと

もできる。

その課題の一つは環境である。先日、中国が自

動車の排気ガスの規制値をアメリカより厳しくす

るという方向を出した。これも日本の法制を検討

し、それを折り込んでいる。日本は戦後、環境で

非常に苦労したが、そこから学んだことも多い。

それは今、高度開発、高度成長している中国のよ

うな国にとっては得るところが多いのだろう。

さらに、海と生態系の連鎖の中で日本海をとら

えていくことも必要だが、もう一つ、農業もとて

も重要ではないかと感じている。ハンザ同盟のよ

うに都市の連合による地域主義よりむしろ、日本

海では都市だけでなく農村を入れて、田園として

ネットワークできないかと考えている。日本海の

特性としては、その背後にさらに森があるのだろ

う。おそらくそこにはバイオが新しく入ってくる

ことになるだろう。

これから韓国、中国、タイ、メキシコ、フィリ

ピンといった国々とFTAを結んでいくとき、農業

改革はいずれやらざるをえない。それを先取りし

て、ぜひ富山から農業改革ののろしをあげていた

だきたいし、バイオとつなげてたくましい農業の

競争力を作り、さらにはそれを北朝鮮や東北地方、

沿海州などにも与えうるものになっていただきた

いと思っている。
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